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とか、明白な違憲の場合 にはこれをな しうるとの見解がそれである。本論文は、 この批判
的見解の問題点を指摘 した後、議院自律権についての考え方が問題の考察 ・処理の根底に
あ るとし、議院 自律権の性格 ・機能が包括的に再検討される必要のあるこ孝を説 く。
議院の自律権は、イギ リスでは 「議会特権」の伝統によって理解され、フランスでは
「議会独立」の理論によって根拠づけられるが.本 論文は、日本法の理解にとって参考と
すべきは、「中世的 「憲法』構造を前提 とする」イギ リス的 「特権」思想ではなく、フラ




員会制度、議事 日程の決定)、議員予算などの問題について紹介 し、いずれ も議院が独立
的 に決定 し、他律的統制が排除されたこと、特に議院規則については、「憲法にあらか じ
め規定 されなか った事項についてはすべて、各議院はその規則に関 し主権的である」とさ
れて、議院規則の所管事項たる議院手続準則は、法律 によっても規律されえないものであっ
た こと等々が詳細に論 じられる(第 一章第二節)。 続いて、「議院または議院管理機関の諸
行為」に対する裁判審査の問題が取り上げられ、それがいわゆる 「議院行為」の理論によっ
て否定 されていたことが議院自律権 との関連で検討される(同 第三節)。
しかし、 このような 「絶対議院制」的議院自律権 は 「合理化された議院制」の名のもと

















わるものとして国会法が制定 された。本論文は、 この国会法をめ ぐる諸問題を、・憲法制定
































識 と周到で適確な分析 ・検討 は、本論文に高い学問的価値を与えており、学界に対 し多大の
寄与をなすものと認められる。
なお、別紙の学力確認要旨に記載 したように、本論文提出者は、東北大学大学院博士課程
を経て学位を授与 される者 と同等以上の学力があると認められる。
以上によって、本論文提出者は法学博士の学位を授与されるに値するものと認める。
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